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緒   言 

 

近年、輸入飼料価格の高止まりによる畜産経営

への影響が深刻化しており、飼料自給率の向上が

喫緊の課題となっている。一方で、国内の濃厚飼

料生産には課題が多く、その対策が急務である。 

そのような中で、国産濃厚飼料として期待され

るイアコーン(飼料用トウモロコシの子実、穂皮、

芯を含む)の生産、利用拡大を図るため、当研究所

では、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合

研究機構(農研機構)をはじめとするコンソーシ

アムによる共同研究に取り組み、イアコーン収穫

に必要な収穫用アタッチメント｢スナッパヘッ

ド｣の開発、改良を行いながら、イアコーンの栽培

実証、収穫作業の能率試験、イアコーンサイレー

ジ(以下、ECS)の調製や給与実証に取り組んだ。 

このうち2020年度から2022年度に行った給与

実証試験では、搾乳牛へのECSの給与が産乳性に

及ぼす影響について調査し、国産濃厚飼料として

利用する可能性を検討した。 

材料および方法 

１ 供試飼料 

 共同研究において開発、改良した収穫用アタッ

チメント｢スナッパヘッド｣を汎用型飼料収穫機

に装着し、収穫したイアコーンをロールベール後、

直ちにラッピングマシンを用いてラップフィル

ムで密封し、数箇月間保存したものを供試した。 

 イアコーン用のトウモロコシは、県内２地区の

野菜圃場において試験栽培したもので、下記のと

おり区分した。なお、イアコーン収穫後の茎葉お

よび残根は、圃場にすき込んで野菜の緑肥として

利用することとした。 

(１) 県南部の大規模ほ場(笠岡湾干拓地：現地実

証地域①)において、キャベツの裏作として栽培

したもので、供試トウモロコシの品種は各年度と

もP9400(RM100)であった。 

(２) 中山間地の小規模ほ場(岡山市北区建部町：

現地実証地域②)において、キャベツの裏作とし

て栽培したもので、供試トウモロコシの品種は各

年度ともP1690(RM115)であった。   

イアコーンサイレージを搾乳牛へ給与することによる乳量や乳成分への影響を調査

し、国産濃厚飼料として利用する可能性を検討した。 

１ 給与実証農場のＡ牧場では、搾乳牛に給与する濃厚飼料（圧ぺんトウモロコシ、配

合飼料等）の一部をイアコーンサイレージに置き換え、１日１頭当たり 2.4～3.1kg を

給与したところ、乳量は約 1.5kg 以上増加し、乳成分には影響が見られなかった。 

２ 給与実証農場のＢ牧場では、搾乳牛に給与するトウモロコシ WCS および圧ぺんトウ

モロコシの一部をイアコーンサイレージに置き換え、１日１頭当たり 3.0～4.0kg を

給与したところ、乳量は 1.5～2.1kg 増加し、乳成分には影響が見られなかった。 

３ イアコーンサイレージは、国産濃厚飼料として搾乳牛への利用効果が高いことが確

認できたが、今後、継続利用するためには、供給量の確保に向けた作付面積の拡大を

はじめ、野菜農家、畜産農家およびコントラクター３者の密接な連携が不可欠である。 
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なお、この圃場では、給与試験に必要な収穫量

が確保できなかったため、共同研究によりT県で

収穫されたECSを一部使用した。 

 

２ 給与実証農場 

(１) 給与実証農場①：Ａ牧場(岡山県笠岡市) 

飼養規模は、搾乳牛約100頭で、搾乳ロボット

を設置しており、フリーストール牛舎において

PMR(部分混合飼料)を給与する飼養体系で、ECSは

PMR の原料として混合し給与した。なお、ベース

となる乳量設定で設計したPMRの自由採食に加え、

搾乳ロボット内で個別の乳量に応じた配合飼料

を給与した。 

PMR の組成は、表１のとおりで、慣行の PMR を

対照区とし、試験区のPMRは、対照区のPMRのう

ち濃厚飼料(圧ぺんトウモロコシ、配合飼料等)の

一部をECSに置き換えた。両区とも同一の搾乳牛

に給与し、ECS の給与期間を試験区、無給与期間

を対照区とした。 

なお、試験区のECS給与期間は、2021年１月21

日から３月４日までの 52 日間、2021 年 11 月 24

日から2022年３月20日までの117日間、2022年

11月22日から2023年２月10日までの81日間と

し、対照区は、給与開始前および給与終了から２

週間以上経過した期間とした。 

また、泌乳成績は、試験区がECS給与期間中の

合計６か月分を、対照区が、給与前後の各１か月

分の牛群検定成績を用いた。 

なお、ECSの１日１頭当たり現物給与量は、2020

年度3.1kg、2021年度2.8kg、2022年度2.4kgで

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 給与実証農場②：Ｂ牧場(岡山県久米郡久米

南町) 

飼養規模は、搾乳牛約60頭で、搾乳ロボットを

設置しており、フリーバーン牛舎において PMR を

給与する飼養体系で、ECSは PMRの原料として混合

し、給与した。なお、Ａ牧場と同様に、ベースとな

る乳量設定で設計した PMR の自由採食に加え、搾

乳ロボット内で個別の乳量に応じた配合飼料を給

与した。 

PMRの組成は、表２のとおりで、2020年度は 

慣行の対照区で給与している配合飼料の一部を

ECS に置き換えることとし、ECS の１日１頭当た

り現物給与量は3.0kgであった。2021年度は、ト

ウモロコシ WCS(購入飼料)の利用を開始しており、

これを全量ECSに置き換えて給与量は4.0㎏であ

った。また2022年度は、圧ぺんトウモロコシおよ

びトウモロコシWCSの一部をECSに置き換えて給

与量は3.4㎏であった。 

なお、試験区のECS給与期間は、2021年２月４

日から３月５日までの30日間、2021年 12月３日

から 2022 年１月 28 日までの 57 日間、2023 年１

月７日から２月16日までの41日間とし、対照区

は、給与開始前および給与終了から２週間以上経

過した期間とした。 

また、泌乳成績は、試験区がECS給与期間中の

合計４か月分を、対照区が、給与前後の各１か月

分の牛群検定成績を用いた。 
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結   果 

１  給与実証農場①(Ａ牧場) 

(１)飼料成分 

ECSは、現地実証地域①で収穫したものを用い、

飼料成分は表３のとおりである。ECS は外皮や芯

を含むことから、輸入飼料の圧ぺんトウモロコシ

に比べ、NDF(中性デタージェント繊維)など繊維

が多く、TDN(可消化養分総量)が若干低い値であ

った。 

 また、2021年度および2022年度は、収穫時に 

生育ステージが進んでいたため、2020年度と比 

べて水分が低く、DM中のデンプンは高めであった。 

 

  

 

 

 

 

 

(２) 泌乳成績 

試験区と対照区の泌乳成績を表４に示した。 

試験区の１頭当たり乳量は、2020年度は対照区

と比べて 3.2kg 増加し、2021 年度および 2022 年

度は1.5kg増加した。乳脂肪や乳蛋白質などの乳

成分については、試験区と対照区はほぼ同等であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 給与実証農場②(B牧場) 

(１)飼料成分 

ECSは、現地実証地域②とT県で収穫したもの

を用い、飼料成分を表５に示した。 

現地実証地域②において2020年度および2021

年度に収穫した ECS は、収穫適期より早かった

ため水分が高かった。また2021年度は収穫量が

少なく、試験に供する量を確保できなかったた

め、T県で収穫されたECSのみ用いた。また2022

年度は、現地実証地域②(2022 年度①)および T

県で収穫されたECS(2022年度②)を併用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)泌乳成績 

試験区と対照区の泌乳成績を表６に示した。 

2020年度は、試験区の１頭当たり乳量が対照区

より1.2kg減少したが、これは牛群内の牛の入替

えなどの影響が考えられた。2021年度および2022

年度は、試験区の方が対照区よりも乳量が 1.5kg

および2.1kg増加した。乳成分については、2021

年度に試験区が乳脂肪率の低下が見られたが、翌

年には回復した。その他の乳成分については、試

験区と対照区はほぼ同等であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 考   察 
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考   察 

 

給与実証では、濃厚飼料や購入サイレージ等の

代わりにECSを給与したが、乳量は概ね増加する

傾向が見られ、乳質にも問題なく給与できること

が確認できた。ただし、PMR 組成の変更を伴うた

め、飼料の切り替え時には注意が必要である。 

両牧場の ECS 給与量は、１日１頭当たり 2.4～

4.0kgと年度によって違いがあったが、これは 

ECS ロールの開封後の変敗を防ぐ目的で、２日も

しくは３日で１ロールの使用としたため、搾乳牛

頭数によって１頭当たりの給与量が変わること

となった。なお、乳牛へのECSの給与量の目安は、

既往のマニュアル１)において牧草サイレージとト

ウモロコシWCSの併給の場合、乾物重で約２kgと

されており、本試験に用いたECSの乾物給与量は

概ね 1.5kg～1.9kg であり、マニュアルと同程度

であった。 

今後、ECSの供給量が増えた場合は、給与量を 

増やすよりも、長期間継続して給与することが望

ましいと考えられ、通年給与が可能となれば PMR

組成の変更によるリスクも減らすことができる。 

給与実証農家からは、｢嗜好性も乳量も良い｣

｢１年分の量を確保したい｣と利用に前向きな意

見が得られた一方で｢牧草ロールよりカラスやネ

ズミに狙われやすく、腐敗によるロスが多い｣と

いう課題も挙げられた。ECS は、栄養価が高く、

獣害を受けるリスクが高いため、ロール保管場所

へのネットや柵などの設置による鳥獣害対策が

重要である。 

なお、PMR 調製作業は、イネ WCS やトウモロコ

シ WCS を PMR にして給与している農家であれば、

同様の作業体系で調製できるので作業負担は少

ないと考えられた。 

今後、給与実証農場でECSを継続的に利用して

いくためには、慣行の濃厚飼料よりもECSが低コ

ストで利用可能であることが要件となる。今回供

試したECSの生産コストを試算したところ、野菜

農家が栽培経費を負担し、畜産農家がコントラク

ターへ収穫を委託するとともに、ロールを自ら運

搬する場合、畜産農家の負担はTDN１kg当たり約 

48円となり、圧ぺんトウモロコシを約65円とす 

れば、約17円安くなる。Ａ牧場での2020年度の 

給与例では、ECSの利用によりPMRのコストを約 

5.4%削減することができた。 

また、実証地域においてECS生産利用の定着を 

図るためには、まずは野菜農家にイアコーンの緑 

肥効果を理解し、作付けをしてもらうことが必要 

である。給与実証農家①の搾乳牛100頭規模の場 

合、通年給与するには約200ロール(110t)が必要 

であり、目標収量を10a当たり2.5ロール(1.4t) 

とすれば、作付面積は約８haが必要と試算される。 

さらに、野菜農家と畜産農家が連携して作付作 

業や肥培管理を行う体制づくりが必要であり、収 

穫作業を担うコントラクターとの調整も計画段

階で行う必要がある。こられの課題を解決するた

めには、野菜農家、畜産農家、コントラクター３

者の密接な連携が不可欠であり、地域の普及指導

機関などの関係者の支援が必要である。 
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